
８８号外第 ６５ 号官平成 １ ７ 年 ３ 月 ２５ 日 金咽日

十＝ 十＝ 十二 十＝ 十＝
五百 四百

十二
三百 ＝百

十＝
一百

十＝

百 九 百
」

十 ＝ 十 ＝
八 百

一

十 二
七 百

■

十 ＝
六 百

一

十二
五 百

一

十 ＝

四 四 四 四 四 四 二 二
四 百

■二 土

三 百
■二

＝ 百
ｕ二 ＝ 二

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

邊 讐 ＾ 螂 歯 苗 蜆 歯 歯 曲 高
丑

竈 苗 衙 曲 科 科 科 牙由 料 科

曲

分
ぴ歯

斜 プ科
苗

味 凍 忘 味 セ 用 切 固 レ セ 子 用
冠

用 用 用 用 ラ 被 副 定 ジ
リ用

ラ 系 人 ソ古
用

呈 短 饒 ア ミ ｏ 加 用 ン ミ 省
恨

期 蠣 可 ク リ 冠 工 補
工

用
ジ卦

ツ 冠 咬；
實

’ 頸
理 塑 ■」 ク 成 用 強 接 ク

子 レ

性 性 ル ス 形 レ 材 讐
用 頭
讐

虫 リ

口 ‘ レ 照 月 品 リ
ス

材 用 色

口 ン

珪 装 ジ レ 着 ン 料 撞 制
”

材 材 ン ジ 色 枕 む 揖
ク

ン 翼 料 抽
ラ

脚
ウ
ン

Ｔ Ｔ 丁 一 丁 Ｔ
⊥

丁 一 丁
六 六 六 〇

丁 一 ｔ Ｔ － Ｔ
六 〇

Ｔ － Ｔ
六 〇 六 〇

丁 一丁 丁 一 丁
六 〇

丁 一 丁
’㌔ 六 〇

丁 一 丁

六
Ｔ － Ｔ

Ｏ 六 〇
Ｔ

五
■

五 〇 九 五 〇 九 〇 九 〇 九 〇 九 〇 九
六 〇

〇 九
六 〇

〇 九
六

■ 〇 九
■

Ｏ 〇 九
一

Ｏ． 九
一

〇 九
」

Ｏ ’ 九
」

〇 九
■

〇 九

〇 九
■

〇 九』
Ｏ 〇 九

一

五

九 〇 九
■

〇 九
■

■」 ■一 一 川 ■■

一

」 ■一
一

■ 」
一

一
■ 一一 ］ ■一■

一 ■■
一

一 一… 一 ■…
■

一 …」１ ≡ 一
七

■

崔 こ 鵯

茜
る 味

と 由

い ジ 臼
る ζ 日

主 田；セ
に 勒 ラ

る と 支 こ 蟷 籏 蘭
こ し 台

’
晒 聰

と科 暇科 杣 招
≒月 レ

プ ジ
こ 科 歯 用 高

雑 科
○用

い分
ξ曲

の
軸ク 拓 ］Ｅ等 ジ 前．床 こ の イ 鶉 回 … と τ 曲 ’高 計伎 強 歯 ラ ン 昌 手

壱 ラ ｏ

岐； 作 ウ 肯
聰 ン

相 の １＝崔

こ 晒 の

と 帖
≒作 ン

異 レ

１
，ｏ

苗

摘

色 ツ

床
を用 た 分 ・］＝ １＝の

、 ケ果

ツ佐

ト竈

漉
又

齢
ｉ

レ
ｉニジ
用 ン

勘 セ こ 語 ム
旧 ク 陰 い ど 子 黎 自 用 固

一
又ラ 嶺

冠
面 す ’ 支

融 よ再
の作 る

伽 口 晒 山 ヌ く 引 ＝ 聰 造 咀 い 車
る

胆 ミ る プ 台

材 諾 歯 ジ

面 面 作 聰 乖 ｊ こ 桂 捕 ユ □
の

装 ツ 佑
佐 し 届 ヤ

’＝ ｉ＝ 纈 ク 鉋 ‘＝ 古 ’と ■ 蘭；二 型 こ祖 ロ ク
嘆；

ｏ
た一」 弼 ヒく 佐 ケ

比 塩 庶 ラ ヒ 用 甜 ＾ す 軸 ツコ ≒列

蜻

頭
の ス 軸

出 ツ 成

作
用 ほ 伽 ツ

岐 期 田 ウ 用 い 佳 臼 看 作 ト ン 抽 で 蛆

１：リ 首’
用 箏 箏

い口 互 ト

的 問 佐 キ
理

い 晋 伽 ” 省 黎 と ピ
の

正 讐 作 色 ‘＝
る 腔；は 詞

長 撞 る
，

こ 勒 的 冠 １＝ と ユ 田 忙 與
い の に

期 讐 尊 プ ≒ 又

肚
‘＝成 用 も １ 保 い 兎

”
用 し

用』
る 日 技

問 す に リ ≒ 用 形 い １；夕 定 る ｏ
■口 い

いた 藪
こ問 ■

藪 酪

で 拉プ
珪 る 用 ツ 捕 い 品 る ■支 等 こ 正 る 曲 に

昌
一

と 軸 す

帽；る
切 ロリ

」 人 掴 ツ

十 二
九 百

十： 十二 十＝ 十二
＾ 百 七 百 六 百

十 ＝

五百
十＝ 十二

四 百 三 百
十 ＝ 十 二

二 百
十二 十二

一百 百
十二

九百
十二

五 五 五 玉 五 五 互 五
八百

豆 五
七百 六 百

四 四 四 四

１ １ １ １ ２ １
ン

１
ノ ル セ

２ １
メ

１ １
セ

１ １ １ １ １

ト 省 工 む セ 曲 メ 曲 ン苗 自 ’
曲 メ 曲 由 饒 饒 讐 軸 臼

瞳

科 １ 科 メ 科 ン科 ト科 科 祠 ン科 科 歯 ．曲 苗 苗

義 化 曲

用 ト 合 ン 用 ト用 用 接 用 ト用 用 庶 庶 庶
”

味
曲

饒
材科

工 セ ｏ ト 饅 壷 コ 讐 肘 ポ り 用 饒 用
床 レ

ト メ月 化 化 ン 月 い 一」 ん 拮
用

佐 唖

苗 用 リ

キ ン ケ 亜 亜 ポ レ ｏ カ 設 讐
岐

用 蜆 桂
味 岐 ン

シ ト ラ 曲 曲 ジ リ ん ル 亜 材 ■
用

レ
田

レ
乖

安 ス 非 ユ ツ ン 醜 ・赤 鉛 料
レ

リ 些
■

ラ
抽

息 ポ ユ ■ ト セ セ キ セ
リ

ン 柚
珪

ン 柚
鵬

香 リ １ ， レ メ メ シ メ
ン 碗

葭 ア ジ ノ ジ ン ） レ ン
ま

セ 』Ｌ ノ １ ン ト ト １ ト
面

メ ケ １ ル セ ト
冊

択
Ｔ － Ｔ 一 丁 Ｔ Ｔ
六 〇

Ｔ － Ｔ
六
⊥

一 丁
六 六 六 〇

一 丁 Ｔ － Ｔ
六
」』

六 六 〇

Ｔ － Ｔ Ｔ
⊥

Ｔ ］ Ｔ Ｔ －Ｔ
六 〇

Ｔ － Ｔ 丁 一 丁

〇 九 ’㌔ 六 六 〇 九 六 〇 九
’、

〇 九
六 〇 六 〇 六 〇

’、 玉
一

〇 九

六 〇

〇 九
一

Ｏ 一 一 〇 九
一

Ｏ
完

〇 九
］

〇 九
■

〇 九
〇 九

一

〇 九
〇 九

一

〇 九
」 ■■ 九 Ｏ Ｏ ■ ■■ 九 一 一一 ｕ …］

＝
〇 九

一

Ｉ 」 ■■

〇 九
■

■ ■ ■ ■ 一 一

」 ，， 』 ■■ 一 ■□
ｉ

．
１ ■ ■

装固 讐 泊颪
にの 材 又科

薯 崔仮 互■ 歯
又宥
肚

る充 口
問 ・ 科 こ 蛆 腔；

と ｉ 臓 也 いい 蛯
し 胡 又 科 る て 富

い 苗 ‘ 一圧
看 曲 由

作 措

曲荊 團＾
崔， 用 掘歯

用 仮 と は佐 又 の 日 佐 ≒ 又 内
胆 で

て ’喧 撞 こ 鶉 味 こ 康 京 １＝箏

崔 蟷
忙用

い 性 稗

い剰
る

し 垂む １ユ 仮 舎 控腔…伽 用 憧聾但 ξ 帥
床作

考切
■

田 用晒
除床

τ ■勒 仮 歯箏
１＝

○内 軸 曲 の い担■噛 ｏ い邊
鰯 く帖

葦 鋼

こ臼 用１；又 封 １＝硬 ・ 科 曲 る 時 に 又 へ 撃
の

峯 砦 る 和

Ｊ ㎜

と 問 い 酎ユ １＝ 用 衙 用 粗 曲 性 切 こ の 窃 肚 に
る 昌 １＝面

［切 こ章
≒
官

靱 リ
店 ン

’値 る ｏ 喧 用 い 咄 い 篶 科 む 窩＾
キ ■ 雌

■ 芭 ■

レ 補 苗 用 生た

曲

用 の 耗 照

填 こ 吉 □ い 昌 借 る の 佐 物 桐 リ 佐 床 い
い ｝ 性 柚

とせ崔 る
｝

こ草
く

コ

量字 鶉 の ・ 勒せ崔 ン及 ヱ る ヒ
る 實 崔獺；

＾ ’君 口 」 合 欠 及 君 口 晒 ぴ 硅
問

竈
こ コ

饒
○物

■ た 腔； 生
’打 １ 讐 相 ぴ走 腔≡

』
捜 コ 補 ≒ 曲

崇 田切

馨 め内 肩 か 苗 １＝ の コ苗内 ○ 姜 佳
歯床 な

＾
弾

有 去

の 匝 の 科 用 田 妾 切 岨 に‘＝ に 箏 ど
た 面

ｏ 合 組 口 柏 珪 い 聞 制 合 組 用 お 用
性 由 の

の の 〕 ‘＝柵



号外第 ６ ５ 号平成 １７ 年 ３ 月 ２５ 日 金曜日８ ９

十 ＝ 十 ＝ 十 ＝ 十 ＝ 十 二 十＝ 十 ＝ 十 ＝ 十 二 十二 十二 十二 十 ＝ 十 二 十 二

四 百 三 百 二 百 一 百 百 九 百 八 百
⊥

七 百
⊥

六 百 丑百 四 百 三 百
⊥

二 百 一 百 百

七 七 七 七 七 六 六 六 六 六 六 六

１ １ １ 呈 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

ノ ル ル ノ ぴ ン セ ノ

工 歯 ケ 蟷 ケ 相 也 工 血 歯 歯 昔 坦 古 歯 歯 歯 メ 直 工 獺 歯 苗

１ 科 ノ 料 ノ 科 君 １ 科 科 科 科 面 分 科 科 科 ン 科 １ 辞 科 科

ト ｏ 工 支 工 支 用 ト 充 用 月 高 旧 子 充 用 用 ト用 ト 合 用 用

セ□ １台 １台 ほ セ 螂 負 工 扮 艘系 服 色 色 シ 系 ｏ ア 硫

メ 用 ト繧 ト葦 い メ 用 牙■’ ソ 子 材 プ
■

用 蠣 蠣 ア レ用 ル 饒

ン グ 栗 拮 セ 造 瞠 ン グ 口 チ 系 フ コ 竈 届 ノ リ ゲ ミ 亜

ト ラ レ用 メ 月 由 ト ラ 接 ン 抽 ケ ン 合 唖 ア ン ラ ン 曲

ス ジ ゲ ン ケ セ ス ｏ グ ■ ツ ポ 苗 材 ケ セ ス 醜 セ

ポ ンラ トラ メ ポ 材 材 柚 ト ， 囲 料 １」 メ 赤 セ メ
■」 セ ス ス ン ■」 接 ツ 材 レ ン１」 メ ン

ア メ ポ ポ ト ア ■ ト 料 １ ト ア ン ト

ル ンリ リ ル 材 レ ト ル ト

ケ ト ア ア ケ 及 ジ 栗 ケ

一 丁
⊥

二 丁 一丁 一 丁 Ｔ － Ｔ 丁 一丁 丁 一丁 丁 一 丁 Ｔ Ｔ － Ｔ 丁 一丁 丁 一丁 二 丁 丁 一 丁 丁 一 丁

六 六 六 六 Ｏ 六 〇 ⊥ Ｏ 六 Ｏ 六 六 〇 六 〇 六 〇 六 六 Ｏ 六 Ｏ

六 六 六 六 〇 九 〇 九 〇 九 〇 九 互 〇 九 〇 九１ 〇 九 六 〇 九 〇 九 一

Ｏ Ｏ Ｏ α 〇 九
一

Ｏ 九
一

〇 九
一

〇 九
」

■一 〇 九
』

〇 九
一

〇 九
■

Ｏ

九 九 九 九 九

〇 九
」

〇 九
■」 二 一 二 一 ＝ 一 二 四 」 ’一」 」 ＝ ■ 二 一 三 一 二

■ ■ 一 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ １ 一 ： □

Ｌ口 相 衙 忙＾口 １＝葦 蓑邊

工
又

専は

月 自

崔科

除佐

葦 鰐
竈の 由 肚讐口

鶴
に古 互□ 歯 こ蠣 ｏ こ血 基當

て 庵 科 科 用 成 肚 用 芽’， 又 曲 列 人 苛 腔；

工 ＾ 内

用 科 問 ・ 科 と 若 語 と 晒 １＝の

用 内 切 田 い形 内 い 日 と へ 告」一 は 牙 椥 用 用 い岱 晒 □ 膣 ．Ｌ 佐 ．’ 用 伝

い 唖 支 支 呂佐 で る 左 ’田 胴 撞 砦 正 邊 相 で いセ る伽 合 艘；伽 く ｏ

る 粗 台 台 こ伽 価 こ 含 曲 ・ 讐 し 用 嗣 行 切一 昌メ ＝ 饒 讐 内 肪 は 噛
司 い 珂

君

こ 榊 築 彙 ξ ｝宙

又晒
く む

窩一’
甜 相 にく プ の 内 也 こ ン ξ 箏

切

・ 竈 ・ 聾 又 二 こ 口

との 造 迫 く伍 値笛 用は ラ 謹 酪 キト
切 綴 裏 ■は 崔 と田’コ ‘亡 に は 嵩， 洞 Ｊ 勒 駄

い古 ケ 色 へ 珪 及 ．怯

■ 月 用． 人 掴
１：切

る科 ．ツ に 竈 洞 色 ■ １＝田 佐 の ■ む

材 欠 晒拓 こ佐 卜 用用１
．

回 竈
硲 蕩

合画 ■
草

い い 工 ・

や る る 古 欠 担
用 工
い ツ

接 五 と 竈 又 い荏 欠 遺 合 ■ 口 価 コ

コ こ こ 冠 拍 へ
ξ チ

○ は ．勘 は る 除 旧 台 性 る れ ・ １；腔； ‘二 ■

珪 と と 切 耐 切 ｉ＝竃 ヘ バ こく 切 性 切 も か 曲 用 内 用 及

柚 杣 売 措 』 ン
キ グ

用 科 肥 ン ≒Ｊ 成

又 雅

の 拍 の 固 科 い 碩 い ぴ

と 怯 服 ｉ い儘 合 ト 拍 固 相 芸 る祖 る ‘

一
十 ＝

八 百

十二 十 ＝ 十 二 十 二 十 二 十 ＝ 十二 十 二 十 二 十 二 十 ＝ 十 ＝ 十 ＝

七百 六 百 玉 百 四 百 三 百 二 百 一百 百 九 百 八 百 七百 六 百 五 百
．

八 八 八 八 八 八 八 八 八 七 七 七 七 七

１ １ ユ １ ’ユ １ １ １ １ １ １ １ １ １

ン 化 レ ノ ンリ ■」

苗 ク 苗 歯 俣 獺 也 ジ壇 歯 工 苗 歯 宙 由 ト ア 歯 ア 歯 高

面 材科 面 喧刊 科 シ耕 料 １科 科 科 科 ル諦 ル 科 台
コ 用 姐 樹 控 充 問 充 ト売 用 用 去 ケ 小 ケ 小 子

１・
■

シ 理 ■ 坦三 抽 服 票 服 支 ｏ 面 ノ拮 ノ 膚． 晃

丁 １ 材 月 佳 用 レ月 台
葛

珊 工黎 工 黎 曲

イ １」 充 色 伽 ア ジ ゲ 量 択 ｌ ｏ ｌ ｏ 辞

ン ン 坦… ■口 用 ク ンラ 拍 刷 唖 ト 封 ト 封 小

グ グ 材
嚢

コ 一』 セス 材 化 系邊 晃 邊 卯

材 料 ン ル メ ポ 料 軸 レ月 セ 用 黎

コ 用 柚 ポ 系 ン１」 ジ ダ メ ゲ ｏ

■
■

ま ラ レ トア ン ラ ン ラ 甥

ア 面 ツ ジ ル セ ス ト ス 蹟

イ 硬 ト ン ケ メ ポ ポ 軸

Ｔ － Ｔ τ 一工 Ｔ － Ｔ 丁 一 丁 丁 一 丁 丁 一 丁 Ｔ － Ｔ 二 丁 Ｔ Ｔ － Ｔ Ｔ － Ｔ 二 丁 一 丁

六 〇 六 Ｏ 六 Ｏ 六 〇 六 〇 六 Ｏ 六 Ｏ 六 六 六 Ｏ 六 Ｏ 六 六

Ｔ
」１
’㌔

〇 九 Ｏ 九 〇 九 〇 九 〇 九 〇 九 Ｏ 九 六 五
一

〇 九 〇 九 ⊥ 六

〇 九
」

〇 九
」

〇 九
一

〇 九
一

〇 九
一

〇 九
■

〇 九
一

Ｏ 〇 九
」

〇 九
■

ｏ ｏ

五
■

一 二 一 二 」 二 川 二 ■ 二 ■ ＝ 一 二 九
一一一一 一 ＝ 」 二 九 九

■
四

一 ■ 「 一 一 一 ■ 一 ■ ■ 一 ■

る 蟷 い 窃 ｏ 用 榊 促 歯 帖 レ キ化 で 曲

≡：予 の

１＝ ＾□ キ 又口

は 腔；

歯 岨 １二苗 艶
科

と 曲

こ 牙■ 看 ’ 牙一’ い 洞 追 科 度 ジ 用 成腔； 科 の 用 科 ’科
顯
科

ξの
裳

こ柏 剖 昌又 又拙 切 ン せ伽 宕＾

て匝 胴

憧化 ・

麟 欠

望
屋
、

雲

し
外 肚

て に そ
用て 切

い 形内 人内 の 宿＾ い讐 小 小 小
と 籟；管 こ は は 讐 Ｉ■晃 昌 崔 で ］＝で 支 洞 る ｏ

面 補 切 ξ根

管
鶴

蛙ｏ こ ｏ切 むの

冠葛

欝

岱．

台 の こ勒
卯 告＾ 窩^一

田 等 封 ｉ二科 ξ
〕歯
又の

蔓 ■ 電
面

黎 黎 黎

コ と 唄
肥

雅 ｉ＝坦… 用 充 造 伽
拙 邊 ＾

一 成 用 材 い 螂 は膚’一 に に 肥
の 田 切

■
丁 昴 又 後 い料 る 柑 人洞 月 用 珊

封 封 封

イ 面 ほ の る 田 こ 科 工 １ い い 択
出 苗 韻

ン の 苗 由 こ 芸 と 田 省 欠 ｉ＝欠
用 拍

る る 化 忙 に １こ

グ 封 口 面 ≒ 面

㊧

’色 霜 把 こ こ 又 用 用 用

に 韻 と 処 ｏ い 口 竈 の の い 切 と と 肚 い い い

用 １＝ 僅 埋 唖 又 る 曲 型 補 売 る 充 唖 る 昌 る

い 用 ｏ １＝ 化 １オ こ唖 上 僅 坦王 こ ｏ… 化 こ こ こ


